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研究成果の概要：総合的な学習の時間を活用したまちづくり学習の実践事例から地域活性化に

関連するまちづくり学習の実践上の効果や課題を把握すると共に、専門教育と連携した地域活

性型のまちづくり学習を立案・実践・評価した。地域活性型のまちづくり学習は学習対象、学

習成果の情報発信も重要であるが、外部支援者の一つとして都市計画を学習する専門教育機関

の学生の活用が、支援を受ける側、支援をする側の両者にとって有効であることを示した。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
    2006年度 700，000 0 700，000 

2007年度 800，000 240，000 1，040，000 

2008年度 300，000 90，000 390，000 

  年度  

総 計 1，800，000 330，000 2，130，000 
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１．研究開始当初の背景 
(1）2002 年より総合的な学習の時間が正式
にスタートし、これまで全国で様々な総合的
な学習が取り組まれてきた。総合的な学習は、
個々の教科の枠組みを越え、児童・生徒自ら
が学習課題をみつけ、問題解決能力を培おう
という点に特徴がある。これらの総合的な学
習の中で、特色ある学習プログラムの実践は、
学協会や教育集会等における各種研究論文
として発表されて来ており、今後の総合的な
学習の実践を検討する上で貴重な情報とな
っている。 
今後，より良い総合的な学習の発展に向け

ては、既往の優れた事例研究・報告の考察を
通じて、総合的な学習の成果を検証すると同
時に、今後のあり方や改善課題を検討するこ
とが必要である。 
(2)市民参加のまちづくりも広く普及しつつ
あるが、地域社会の人材と効果的に連携・協
力したまち学習やまちづくり学習は、単に教
育的効果だけでなく、地域活性化やコミュニ
ティの再編に対して大きな波及効果をもた
らすものと考えられる。 
加えて、大学・高専などの高等教育機関で
は知の地域還元という視点から、地域貢献活
動が重要な課題となっており、高等教育機関
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と連携したまちづくりの推進が期待されて
いる。 
今後は行政、高等教育機関などの専門家に
よる教育支援（出前授業など）だけでなく、
将来専門家をめざす学生の PBL 形式の地域
教育支援も求められる。 
 
２．研究の目的 
(1)総合的な学習に関する既往の学術研究論
文の横断的・体系的なレビュー調査や先進事
例のヒアリング調査を通じて、これまでに取
り組まれてきた総合的な学習の成果や成功
の要点、問題点などを総合的に整理し、今後
の総合的な学習のプログラムづくりに資す
る基本的な方向性を明らかにする。 
(2)まちづくり学習を単に教育的な側面から
扱うだけでなく、その学習成果を実際のまち
づくりへと展開させる学習モデルとする「地
域活性型のまちづくり学習」の実践と評価を
通して、総合的な学習を実際のまちづくりに
活用していくための諸条件や課題を明らか
にする。 
(3)地域社会と連携した総合的な学習の実践
では、高等教育における専門教育と有機的に
連携した学習プログラムを立案・実践し、そ
の評価を通じて両者にとって効果的な教育
方法のあり方を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)既往の総合的な学習の時間におけるまち
づくり学習の実践事例を把握するため、住宅
総合研究財団の「住まい・まち学習」実践報
告・論文集 1～６」（2000～2006年）を分析
資料とし、総合的な学習の時間におけるまち
づくり学習の実践内容（学習対象、視点、内
容、支援者、問題点など）を整理し、成果と
課題を把握する。 
(2)まちづくり学習の先進事例や成功事例を
対象に、学習実践者（教員）や学習支援者（Ｎ
ＰＯなど）に対するヒアリング調査を行い、
まちづくりを学習内容とする教育効果や地
域活性化に資するまちづくり学習の実践の
要点や課題を把握する。 
(3)既往のまちづくり学習の実践成果を基に、
地域活性型のまちづくり学習の学習プログ
ラムを立案し、実践する。外部支援者におい
ては高等教育機関の活用・連携という視点か
ら、呉工業高等専門学校（都市環境工学科、
建築学科）で都市計画を学習している学生を
学習支援者に活用し、同機関が立地する呉市
内の小学校を実践校として設定する。 
 具体的には、2007 年４月～10 月に、呉市
立阿賀小学校の６年生の児童（28名）を対象
に総合的な学習の時間（合計 16回、28コマ）
に「もっと知ろうよ阿賀のまち～阿賀の昔・
今・未来～」というテーマで実践した。 
(4)まちづくり学習の実践の評価については、

児童、教員、支援学生に対するアンケート調
査、ヒアリング調査を実施し、まちづくりを
学習対象とした総合学習や支援学生を活用
した学習方法の学校教育面での有効性や、専
門教育課程の学生が児童を学習支援するこ
とを通しての専門教育面での有効性を評価
する。 
加えて、地域活性化という面では、実践し
たまちづくり学習の成果を「まち新聞（A3
判 1 枚、両面印刷）」にまとめて地域住民へ
情報発信（配布）し、児童が総合的な学習の
一テーマとして「まちづくり」を対象とする
ことの是非や地域活性化への有効性、諸課題
を把握、整理する。 
 
４．研究成果 
(1)既往論文（「住まい・まち学習」実報告・
論文集 1～６（2000～2006年）、総報告・論
文数：189）のレビュー調査から、総合学習
におけるまちづくり学習としては 35 事例が
抽出できた。これらの報告のうち９割が小学
校での実践事例であり、その内訳は４年生か
ら６年生で行われるものが８割近くを占め
ていた。 
まちづくり学習の実践時における外部支
援者としては、地元住民や専門家の連携事例
が多い。教員以外のこれらの外部支援者との
連携は、児童の多面的・肯定的な評価の機会
を増やし、児童の学習態度や意欲の向上を促
すという成果報告も多数みられた。 
また、学習成果については、現状を調査す
るだけでなく、学習者自身の視点からまちづ
くりのあり方を提案する計画提案型の学習
事例も約７割みられた。 
事例報告からみた今後の課題としては、教
員の授業準備の負担を軽減し、学習の質を高
めるための外部支援者との連携のあり方、そ
の場合の外部支援者に対する費用の確保、他
の学校行事などの兼ね合いからの授業時間
の確保の難しさなどが課題として把握でき
た。 
(2)先進・成功事例における教員・外部支援
者に対するヒアリング調査からは、両者とも
児童・生徒によるまちづくり学習と言えども、
地域活性化に資するまちづくり学習は、地域
社会との連携の仕方しだいで可能であり、教
員に足りない部分を外部支援者（専門家な
ど）に補ってもらう意識を教員自身がもつこ
とが必要であるとの回答を得た。 
外部支援者との連携は、学校側と外部支援
者側の両者が学習プログラムを立案・調整す
る上で、事前打合せなどに時間と手間を要す
る。両者の連携を効果的に実行するためには、
外部支援者が積極的に教育現場へ支援者と
して関与しようとする姿勢が望まれる。 
また、学習プロセスの中で、児童・教員・
外部支援者が地域住民を学習に巻き込み、学



 

 

習成果を地域に積極的に情報発信すること
で、児童の学習（取り組み）が住民やまちづ
くりを動かすことに発展するとの指摘も得
られた。 
一方、大規模校では教育機会の公平性とい

う観点から、一部のクラスのみを支援するこ
とには学校側に抵抗感があるため、複数のク
ラスを対象とした学習を実践するためには、
多数の外部支援者を確保するなどの課題が
教育現場に存在することも把握できた。 
(3)地元のまちをテーマとしたまちづくり学
習の実践は児童の地域に対する愛着を育み、
魅力の再発見や関心度を向上させる上で有
効であることを児童アンケート調査や指導
教員に対するヒアリング調査結果から検証
できた。 
また、地元住民を対象としたアンケート調

査結果からは、地元の街をテーマとした学校
でのまちづくり学習の実践に対する地元住
民による評価は総じて高く、地元住民の中で
も 60 代以上の住民に外部支援者としての協
力意向が高いことが分かった。このような結
果から、今後は、多様な知識・体験の蓄積が
豊富な定年後の高齢者を、まちづくり学習の
外部支援者として積極的に位置づけ、活用す
ることが地域社会との連携上、効果的である
と考えられる。 
(4)身近な地元の街を題材としたまちづくり
学習は、学習プロセス上、住民の考えや想い
を聞き、住民の要望をまとめるきっかけが生
まれることから、地域社会を活性化する上で
も可能性を有している。しかし、今回のまち
づくり学習の実践では、児童や教員の発意を
最優先し、学習対象には児童の希望テーマを
採用した。このため、学習テーマの一部には、
児童の生活感から逸脱した内容（施設規模が
大きく、普段の生活からはなじみのないも
の）を選定し、問題解決に至らない学習テー
マもみられた。 
地域活性型のまちづくり学習という視点

から学習テーマを設定する場合、学習に先立
ち地元の住民に学習テーマを尋ね（公募し）、
住民のニーズに配慮した学習テーマの設定
が望まれる。住民から学習テーマを依頼され
る形式とすることで、児童・生徒・学生に責
任感が芽生え、学習のモチベーションをより
高めながら、住民意見や地域の状況に配慮し
た情報収集やまちづくり提案が可能となる。
この点が学習テーマ設定上、重要である。 
(5)高等教育における専門教育との連携とい
う観点から、今回は工業高等専門学校の建築
学科や環境都市工学科（土木系）の学生を、
小学校でのまちづくり学習の外部支援者に
活用した。外部支援者として学生を起用する
ことは、授業の個別指導（少人数教育）の充
実が図られ、児童・教員・住民に高く評価さ
れた。 

加えて、外部支援者として学生を活用する
ことは児童に対する教育の充実に留まらず、
学生自身の能力（コミュニケーション能力、
段取り力など）を高める相乗的な教育効果を
生む教育方法として有効であることを検証
できた。 
支援学生は都市計画におけるまちづくり
の手法である住民参加によるワークショッ
プに通じる疑似体験を通し、専門知識を持た
ない一般市民（児童）に分かり易く説明・助
言する能力を習得するよい機会となった。 
 最後に今後の研究課題と展望を以下に示
す。 
(7)今回は学習の最終成果は「まち新聞」の
住民配布という形式で情報発信したが、一方
向的な情報提供にとどまった。まち新聞の成
果をもとに、地元住民を交えた発表会・報告
会という形式が可能となれば、学習成果に対
する講評や評価も直接住民から聞くことが
でき、多様な評価を得る機会の確保や達成感
をより高めることも可能になったといえる。 
また、学習プロセスにおける地域住民との
やりとりも極めて少なかった。学習プロセス
の途中段階や最終段階に、地域住民を積極的
に関係付けるなど双方向的な学習プロセス
の設定が課題といえる。 
(8)今回の地域活性型のまちづくり学習の学
習プログラムは、児童を主たる学習者として
設定したため、支援者である学生の専門教育
への配慮が希薄であった。現在、高等教育機
関における技術者教育では、エンジニアリン
グデザインの実践が強く望まれている。この
点、地元の都市計画課題に配慮した「地域活
性型のまちづくり学習」は、都市計画分野の
学生が取り組むべき格好のエンジニアリン
グデザイン教育の対象となり得る。学習者に
児童・生徒・学生を設定した教育の実践が今
後はこれまで以上に望まれ、今後はエンジニ
アリングデザインに着目した教育の実践や
評価が研究課題とされる。 
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